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改修工事による宿泊客のストレスを
緩和すべく「Pepper for Biz」が
ロビーでおもてなし

新宿 中央公園に隣接し、700室以上の客室数を誇る大型シティホテル、ハイアット リージェン
シー 東京。同ホテルでは、エレベーターの改修工事による宿泊ゲストのストレス緩和を目的と
して、 Pepper for Biz を導入しました。6基中2基が停止しているロビーのエレベーターホール
に配置されたPepperは、宿泊ゲストに呼びかけ、簡単な英語・日本語のあいさつや呼びかけを
することで、宿泊ゲストが感じる待ち時間によるストレスを緩和しています。今後は、オリジ
ナルアプリの開発を進め、宿泊ゲストにPepperによる新しいおもてなし体験を提供していく予
定です。

課題 効果
エレベーター改修工事のため稼働エ
レベーターが減少し、宿泊ゲストが
エレベーターの待ち時間をストレス
に感じてしまう。

Pepper for Biz が、エレベーターを
待っている宿泊ゲストとコミュニ
ケーションをとることで、待ち時間
のストレスを緩和しました。

課題と導入効果

を緩和すべく、エレベーターホールに
Pepper for Biz を導入。お仕事かんたん
生成 を活用して、英語と日本語であいさつ
をしてコミュニケーションをとるアプリを
作成しました。Pepperはエレベーターを
待つ宿泊ゲストに呼びかけ、応対すること
で混雑時のストレスを和らげ、宿泊ゲスト
の体感待ち時間を緩和させています。
また、おすすめのショップなどの館内イ
ンフォメーションをアプリ化し、Pepper
が宿泊ゲストに案内することで、情報周知
力が向上しました。今後は増大するインバ
ウンド需要に備えた英語や中国語などのコ
ミュニケーションアプリ、ゲストが一緒に
楽しめるエンターテインメントアプリなど
も開発していくことで、新しい顧客体験の
提供を目指します。

課題 効果ホテルの施設案内は、ポスターやデ
ジタルサイネージだと効果測定が難し
い。

Pepper が施設インフォメーションを
宿泊ゲストに紹介することで、情報
の周知力が向上しました。

ハイアット リージェンシー 東京はエレベー
ターの改修工事に伴い、稼働エレベーター
が6基から4基に減少するため、エレベーター
の待ち時間が宿泊ゲストにとってストレス
になると考えていました。そこで、客室に
向かうエレベーターの待ち時間のストレス
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エントランスやエレベーターホール
でお客様をサポートしていますが、
Pepper for Biz が導入されてから
一番感じていることは、以前より
ロビーの活気が出たということです。
数多くのお客様がPepperと写真撮
影をしたり、Pepperを通して他の
お客様と話している光景を見かけ
ます。また、Pepperがいるおかげ
で、お客様へのお声掛けもしやす
くなりました。

お客様の声

ハイアット リージェンシー 東京
マーケティング部 支配人

福井 雅之 氏

ハイアット リージェンシー 東京
ベルキャプテン

樋渡 奈緒 氏

Pepper for Biz は、お客様が客室
に向かうエレベーターまでの間の、
全宿泊ゲストが目にする場所に設
置しており、約3割の方々がPepper
に目を止めたり、声をかけています。
その効果は従来のポスターやデジタ
ルサイネージよりも高く、理由は
Pepperが人型で愛らしく目立つロ
ボットだからではないかと考えてい
ます。今後はPepperの活用範囲を
拡大していく予定です。
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